
様式第二号の九（第八条の四の六関係）

令和　5年　6月　30日

様

提出者
　住　所
　氏　名

　電話番号

処理計画の実施状況を報告します。

令和4年4月1日　～　令和5年3月31日

産業廃棄物処理計画における目標値

※事務処理欄

（日本工業規格　Ａ列４番）

自ら中間処理により減量する

排 出 量 781.8t

自ら埋立処分又は
0t海洋投入処分を行う

産 業 廃 棄 物 の 量

0t
産 業 廃 棄 物 の 量

項目 目標値

自ら熱回収を行う
0t

産 業 廃 棄 物 の 量

自ら再生利用を行う
0t

産 業 廃 棄 物 の 量
優良認定処理業者へ

の処 理 委 託 量

（第１面）

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

事業場の名称

事業場の所在地

事 業 の 種 類

産業廃棄物処理計画における

計画期間

加古　純一郎

北九州市長

福岡県北九州市八幡東区前田北洞岡1-2

31：輸送用機械器具製造業

福岡県宮若市倉久2223番地1
豊田合成九州株式会社

0949－34－7167

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、令和４年度の産業廃棄物

豊田合成九州株式会社　北九州工場

目標値

処 理 委 託 量

781.8t

781.7t

781.8t

0.0t

0.1

再 生 利 用 業 者 へ の
処 理 委 託 量
認定熱回収業者への
処 理 委 託 量
認定熱回収業者以外

の熱回収を行う業者へ
の

全 処 理 委 託 量

項目



（産業廃棄物の種類： ）

② ⑧

① ③

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

汚泥(泥状のもの)

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0 148.1

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

148.1

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0.0

り減量した量
⑦自ら中間処理により減
量した量

0.0
0

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

0.0

0
⑫再生利用業者への処理
委託量

148.1 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量
0.0

⑩のうち熱回収認定
148.1 業者以外の

⑩全処理委託量 148.1
熱回収を行う業者
への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量

①排出量 148.1
0 0 0

148.1
した量 後の残さ量

④のうち熱回収 自ら中間処理によ
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

を行った量

海洋投入処分した量

0

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

自ら中間処理した後

項目 実績値
自ら中間処理 自ら中間処理した 自ら埋立処分又は

（
第
２
面
）

有　償　物　量

不要物等発生量

自ら直接 自ら中間処理した後
再生利用した量 再生利用した量

0

排　　出　　量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

148.1 0 ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

計画の実施状況



（産業廃棄物の種類： ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0 343.7

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

343.7

⑫再生利用業者への処理
委託量

343.7 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量
0

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0
⑩のうち熱回収認定

343.7 業者以外の

⑩全処理委託量 343.7
熱回収を行う業者
への処理委託量

0

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収 自ら中間処理によ

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

を行った量 り減量した量 0
⑦自ら中間処理により減
量した量

0
0

①排出量 343.7
0 0 0

業者への処理委託量
自ら中間処理した後

項目 実績値
自ら中間処理 自ら中間処理した 自ら埋立処分又は 343.7

した量 後の残さ量 海洋投入処分した量

（
第
２
面
）

廃酸

有　償　物　量

不要物等発生量

自ら直接 自ら中間処理した後
再生利用した量 再生利用した量

0

排　　出　　量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

343.7 0 ⑩のうち再生利用

計画の実施状況



（産業廃棄物の種類： ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑩のうち再生利用

（
第
２
面
）

廃アルカリ

有　償　物　量

不要物等発生量

自ら直接 自ら中間処理した後
再生利用した量 再生利用した量

0

排　　出　　量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

71.5 0
業者への処理委託量

自ら中間処理した後

項目 実績値
自ら中間処理 自ら中間処理した 自ら埋立処分又は 71.5

した量 後の残さ量 海洋投入処分した量

①排出量 71.5
0 0 0

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収 自ら中間処理によ

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

を行った量

⑩全処理委託量 71.5
熱回収を行う業者
への処理委託量

り減量した量 0
⑦自ら中間処理により減
量した量

0
0

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0
⑩のうち熱回収認定

71.5 業者以外の

0
⑫再生利用業者への処理
委託量

71.5 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量
0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0 71.5

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

71.5

計画の実施状況



（産業廃棄物の種類： ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0.1 196.3

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

196.3

⑫再生利用業者への処理
委託量

196.4 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量
0.0

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0
⑩のうち熱回収認定

196.4 業者以外の

⑩全処理委託量 196.4
熱回収を行う業者
への処理委託量

0.1

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収 自ら中間処理によ

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

を行った量 り減量した量 0.0
⑦自ら中間処理により減
量した量

0
0

①排出量 196.4
0 0 0.0

業者への処理委託量
自ら中間処理した後

項目 実績値
自ら中間処理 自ら中間処理した 自ら埋立処分又は 196.4

した量 後の残さ量 海洋投入処分した量

（
第
２
面
）

廃プラスチック類

有　償　物　量

不要物等発生量

自ら直接 自ら中間処理した後
再生利用した量 再生利用した量

0

排　　出　　量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

196.4 0 ⑩のうち再生利用

計画の実施状況



（産業廃棄物の種類： ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0 12.1

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

12.1

⑫再生利用業者への処理
委託量

12.1 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量
0

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0
⑩のうち熱回収認定

12.1 業者以外の

⑩全処理委託量 12.1
熱回収を行う業者
への処理委託量

0

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収 自ら中間処理によ

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

を行った量 り減量した量 0
⑦自ら中間処理により減
量した量

0
0

①排出量 12.1
0 0 0

業者への処理委託量
自ら中間処理した後

項目 実績値
自ら中間処理 自ら中間処理した 自ら埋立処分又は 12.1

した量 後の残さ量 海洋投入処分した量

（
第
２
面
）

木くず

有　償　物　量

不要物等発生量

自ら直接 自ら中間処理した後
再生利用した量 再生利用した量

0

排　　出　　量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

12.1 0 ⑩のうち再生利用

計画の実施状況



（産業廃棄物の種類： ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑩のうち再生利用

（
第
２
面
）

金属屑

有　償　物　量

不要物等発生量

自ら直接 自ら中間処理した後
再生利用した量 再生利用した量

0

排　　出　　量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

9.7 0
業者への処理委託量

自ら中間処理した後

項目 実績値
自ら中間処理 自ら中間処理した 自ら埋立処分又は 9.7

した量 後の残さ量 海洋投入処分した量

①排出量 9.7
0 0 0

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収 自ら中間処理によ

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

を行った量

⑩全処理委託量 9.7
熱回収を行う業者
への処理委託量

り減量した量 0
⑦自ら中間処理により減
量した量

0
0

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0
⑩のうち熱回収認定

9.7 業者以外の

0
⑫再生利用業者への処理
委託量

9.7 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量
0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0 9.7

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

9.7

計画の実施状況



（産業廃棄物の種類： ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0.0 0.3

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0.3

⑫再生利用業者への処理
委託量

0.3 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量
0.0

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0.0
⑩のうち熱回収認定

0.3 業者以外の

⑩全処理委託量 0.3
熱回収を行う業者
への処理委託量

0

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

0.0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収 自ら中間処理によ

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

を行った量 り減量した量 0
⑦自ら中間処理により減
量した量

0.0
0

①排出量 0.3
0 0 0

業者への処理委託量
自ら中間処理した後

項目 実績値
自ら中間処理 自ら中間処理した 自ら埋立処分又は 0.3

した量 後の残さ量 海洋投入処分した量

（
第
２
面
）

ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず

有　償　物　量

不要物等発生量

自ら直接 自ら中間処理した後
再生利用した量 再生利用した量

0

排　　出　　量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0.3 0 ⑩のうち再生利用

計画の実施状況



様式第二号の八（第八条の四の五関係）

令和　5年　6月　30日

様

提出者

　住　所

　氏　名

　電話番号

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他
その処理に関する計画を作成したので、提出します。

令和5年4月1日　～　令和6年3月31日

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

①事 業 の 種 類

②事 業 の 規 模 製品出荷額：16,000百万円

③従 業 員 数 152人

・汚泥：中間処理業者に委託して、混練後再資源化
・廃油：中間処理業者に委託して、再資源化
・廃アルカリ：中間処理業者に委託して、中和再資源化
・廃酸：中間処理業者に委託して、中和再資源化

④産業廃棄物の一連 ・廃プラスチック：中間処理業者に委託して、焼却後再資源化
　の処理の工程 　　　　　　　　　中間処理業者に委託して、RPF燃料として再資源化

  中間処理業者に委託して、破砕後再資源化
・木屑：中間処理業者に委託して、チップとして再資源化
・金属屑：再生処理業者に委託して、再生金属として再資源化
・ガラス陶磁器屑：中間処理業者に委託して、焼却後再資源化

（日本工業規格　Ａ列４番）

31：輸送用機械器具製造業

計 画 期 間

加古　純一郎

福岡県宮若市倉久2223番地1

0949-34-7167

豊田合成九州株式会社　　北九州工場

福岡県北九州市八幡東区前田北洞岡1-2

豊田合成九州株式会社

産業廃棄物処理計画書

（第１面）

事 業 場 の 名 称

事 業 場 の 所 在 地

北九州市長



産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

（管理体制図）

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度（ 令和４年度）実績】

別紙の通り

別紙の通り ｔ ｔ

①現状 （これまでに実施した取組）

【目標】

別紙の通り

別紙の通り ｔ ｔ

②計画 （今後実施する予定の取組）

産業廃棄物の分別に関する事項

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

①現状

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

②計画 ・従来の活動を継続する

（第２面）

・蒸散装置能力アップ

・回収水を浄化槽に利用

・当事業所では、平成14年8月より分別徹底のための引取方式を全面的に取り入
れ、
　分別徹底を図っており、結果として、分別可能な混合廃棄物は発生しておりません

産業廃棄物の種類

排 出 量

産業廃棄物の種類

排 出 量



自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度（ 令和４年度）実績】

別紙の通り

別紙の通り ｔ ｔ

①現状 （これまでに実施した取組）

【目標】

別紙の通り

別紙の通り ｔ ｔ

②計画 （今後実施する予定の取組）

実施する予定はない

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度（ 令和４年度）実績】

別紙の通り

別紙の通り ｔ ｔ

別紙の通り ｔ ｔ

①現状 （これまでに実施した取組）

【目標】

別紙の通り

別紙の通り ｔ ｔ

別紙の通り ｔ ｔ

②計画 （今後実施する予定の取組）

実施する予定はない

（第３面）

産業廃棄物の種類

産 業 廃 棄 物 の 量

産業廃棄物の種類

産業廃棄物の種類

実施していない

自ら再生利用を行った

自ら再生利用を行う

産 業 廃 棄 物 の 量

産 業 廃 棄 物 の 量

産業廃棄物の種類

産 業 廃 棄 物 の 量

産 業 廃 棄 物 の 量

自ら熱回収を行った

自ら熱回収を行う

自ら中間処理により減量した

自ら中間処理により減量する

産 業 廃 棄 物 の 量

実施していない



自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度（ 令和４年度）実績】

別紙の通り

別紙の通り ｔ ｔ

①現状 （これまでに実施した取組）

【目標】

別紙の通り

別紙の通り ｔ ｔ

②計画 （今後実施する予定の取組）

・分別活動の継続

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度（ 令和４年度）実績】

別紙の通り

別紙の通り ｔ ｔ

ｔ ｔ

別紙の通り ｔ ｔ

別紙の通り ｔ ｔ

①現状

別紙の通り ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

（第４面）

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は

産 業 廃 棄 物 の 量

産業廃棄物の種類

海洋投入処分を行った

・全廃棄物を社外リサイクル又は中間処理できるように分別しており、
  埋立処理は発生していない

自ら埋立処分又は

認定熱回収業者への

全処理委託量

産 業 廃 棄 物 の 量

産業廃棄物の種類

・当事業所から発生する廃棄物は、ほぼ100％が再生利用（ﾏﾃﾘｱﾙ・ｻｰﾏﾙﾘｻｲｸﾙ）
　されている

海洋投入処分を行う

優良認定処理業者への

処理委託量

再生利用業者への

処理委託量

処理委託量

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処理委託量



【目標】

別紙の通り

別紙の通り ｔ ｔ

別紙の通り ｔ ｔ

別紙の通り ｔ ｔ

別紙の通り ｔ ｔ

②計画

別紙の通り ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

※事務処理欄

・従来の活動を継続し、廃棄物の再生利用拡大を推進する
・新規業者選定時は、優良認定業者・認定熱回収業者かを確認・考慮し、
　委託検討を行う。
 

産業廃棄物の種類

全処理委託量

（第５面）

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処理委託量

優良認定処理業者への

処理委託量

再生利用業者への

処理委託量

認定熱回収業者への

処理委託量



産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

148.1 t 343.7 t 71.5 t 196.4 t 12.1 t 9.7 t 0.3 t

140.7 t 326.5 t 67.9 t 186.6 t 11.5 t 9.2 t 0.3 t

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t

0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t

0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t

0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

148.1 t 343.7 t 71.5 t 196.4 t 12.1 t 9.7 t 0.3 t

優良認定処理業者への

処理委託量

再生利用業者への
処理委託量

認定熱回収業者への

処理委託量

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者
処理委託量

140.7 t 326.5 t 67.9 t 186.6 t 11.5 t 9.2 t 0.3 t

優良認定処理業者への

処理委託量

再生利用業者への
処理委託量

認定熱回収業者への

処理委託量

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者
処理委託量

現状【前年度実績】

木くず

木くず

汚泥

廃ｱﾙｶﾘ

現状【前年度実績】

産業廃棄物の種類

廃ｱﾙｶﾘ

廃ｱﾙｶﾘ

計画【目標】

廃酸

現状【前年度実績】

現状【前年度実績】

計画【目標】

産業廃棄物の種類 汚泥

t

9.7 0.3 t

t 0.2 t

0.3 t

0.0

t 0 t

9.2 t 0.3 t

t 0.3

t

9.7

t

t

計画【目標】

産業廃棄物の種類

汚泥 廃酸産業廃棄物の種類

12.1 t

ｶﾞﾗｽ及び陶磁器屑

ｶﾞﾗｽ及び陶磁器屑

金属くず ｶﾞﾗｽ及び陶磁器屑

ｶﾞﾗｽ及び陶磁器屑金属くず

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類

計画【目標】

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類

産業廃棄物の種類 汚泥 廃酸

全量処理委託量

t

廃酸 廃ｱﾙｶﾘ

148.1 t 71.5 t

汚泥

343.7

12.1

金属くず

t t

343.7 t

0

金属くず ｶﾞﾗｽ及び陶磁器屑木くず

木くず

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類廃酸 廃ｱﾙｶﾘ

t

木くず

t

t 0.0 t

t

183.9

金属くず

0 t 0 t 0 t

71.5

196.4

148.1

0 t 0 t 0 t 0.0 t 0.0t 12.5

67.9 t

11.5 t 9.2

全量処理委託量

174.7 t 11.5 t140.7 t 326.5 t

67.9 t 174.7 t140.7 t 326.5 t

t

0 t 11.9 t 0 t

0.0 t 0 t

0 t 0 t

00 t 0 t

0 t 0.0 t

0 t0

現
状
【
前
年
度
実
績
】

計
画
【
目
標
】



様式第二号の十四（第八条の十七の三関係）

様

提出者
　住　所
　氏　名

　電話番号

理産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

令和4年4月1日　～　令和5年3月31日

特別管理産業廃棄物処理計画における目標値

※事務処理欄

（日本工業規格　Ａ列４番）

特別管理産業廃棄物の量

0t

排 出 量

処 理 委 託 量

豊田合成九州株式会社

243.0t

243.0t

熱回収を行う業者へ
の

0t
自 ら 埋 立 処 分

特別管理産業廃棄物の量

項目

処 理 委 託 量

目標値

認定熱回収業者以外
の

0.0t

（第１面）

特別管理産業廃棄物処理計画実施状況報告書

事業場の名称

事業場の所在地

事 業 の 種 類

0949-34-7167

北九州市長

福岡県宮若市倉久2223番地1

福岡県北九州市八幡東区前田北洞岡1-2

を 行 う

自ら中間処理により減量する

0t

令和　5年　6月　30日

加古　純一郎

特別管理産業廃棄物の量

優良認定処理業者へ
の

豊田合成九州株式会社　北九州工場

処 理 委 託 量
自ら再生利用を行う

0t

全 処 理 委 託 量

項目

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、令和４年度の産業廃棄物

0t

特別管理産業廃棄物処理計画における

計画期間

31：輸送用機械器具製造業

目標値

243.0t

特別管理産業廃棄物の量

243.0t

認定熱回収業者への
処 理 委 託 量

自ら熱回収を行う 再 生 利 用 業 者 へ の



（特別管理産業廃棄物の種類： ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

業者への処理委託量 （
第
２
面
）

有　償　物　量

不要物等発生量

自ら直接 自ら中間処理した後
再生利用した量 再生利用した量

0

排　　出　　量
自ら直接埋立処分

した量

1.2 0 ⑩のうち再生利用

自ら中間処理した後

項目 実績値
自ら中間処理 自ら中間処理した 自ら埋立処分又は

した量 後の残さ量

0

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

1.2

⑤自ら熱回収を行った量

①排出量 1.2
0 0

④のうち熱回収 自ら中間処理によ
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

を行った量

海洋投入処分した量

0

⑩のうち熱回収認定
1.2 業者以外の

⑩全処理委託量 1.2
熱回収を行う業者
への処理委託量

0
⑫再生利用業者への処理
委託量

1.2 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量
0

燃えやすい廃油

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0 1.2

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

1.2

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

り減量した量
⑦自ら中間処理により減
量した量

0
0

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

0

計画の実施状況



（特別管理産業廃棄物の種類： ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑩のうち再生利用

（
第
２
面
）

pH2.0以下の廃酸

有　償　物　量

不要物等発生量

自ら直接 自ら中間処理した後
再生利用した量 再生利用した量

0

排　　出　　量
自ら直接埋立処分

した量

42.8 0
業者への処理委託量

自ら中間処理した後

項目 実績値
自ら中間処理 自ら中間処理した 自ら埋立処分又は 42.8

した量 後の残さ量 海洋投入処分した量

①排出量 42.8
0 0 0

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収 自ら中間処理によ

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

を行った量

⑩全処理委託量 42.8
熱回収を行う業者
への処理委託量

り減量した量 0
⑦自ら中間処理により減
量した量

0
0

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0
⑩のうち熱回収認定

42.8 業者以外の

0
⑫再生利用業者への処理
委託量

42.8 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量
0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0 42.8

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

42.8

計画の実施状況



（特別管理産業廃棄物の種類： ）

② ⑧

③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑩のうち再生利用

（
第
２
面
）

pH2.0以下の廃酸(基準値を超える有害物質を含むもの)

有　償　物　量

不要物等発生量

自ら直接 自ら中間処理した後
再生利用した量 再生利用した量

0

排　　出　　量
自ら直接埋立処分

した量

0 0
業者への処理委託量

自ら中間処理した後

項目 実績値
自ら中間処理 自ら中間処理した 自ら埋立処分又は 0

した量 後の残さ量 海洋投入処分した量

①排出量 0
0 0 0

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収 自ら中間処理によ

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

を行った量

⑩全処理委託量 0
熱回収を行う業者
への処理委託量

り減量した量 0
⑦自ら中間処理により減
量した量

0
0

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0
⑩のうち熱回収認定

0 業者以外の

0
⑫再生利用業者への処理
委託量

0 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量
0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0 0

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0

計画の実施状況



（特別管理産業廃棄物の種類： ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑩のうち再生利用

（
第
２
面
）

pH12.5以上の廃アルカリ

有　償　物　量

不要物等発生量

自ら直接 自ら中間処理した後
再生利用した量 再生利用した量

0

排　　出　　量
自ら直接埋立処分

した量

0 0
業者への処理委託量

自ら中間処理した後

項目 実績値
自ら中間処理 自ら中間処理した 自ら埋立処分又は 0

した量 後の残さ量 海洋投入処分した量

①排出量 0
0 0 0

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収 自ら中間処理によ

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

を行った量

⑩全処理委託量 0
熱回収を行う業者
への処理委託量

り減量した量 0
⑦自ら中間処理により減
量した量

0
0

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0
⑩のうち熱回収認定

0 業者以外の

0
⑫再生利用業者への処理
委託量

0 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量
0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0 0

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0

計画の実施状況



（特別管理産業廃棄物の種類： ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑩のうち再生利用

（
第
２
面
）

汚泥(基準値を超える有害物質を含むもの)

有　償　物　量

不要物等発生量

自ら直接 自ら中間処理した後
再生利用した量 再生利用した量

0

排　　出　　量
自ら直接埋立処分

した量

1.1 0
業者への処理委託量

自ら中間処理した後

項目 実績値
自ら中間処理 自ら中間処理した 自ら埋立処分又は 1.1

した量 後の残さ量 海洋投入処分した量

①排出量 1.1
0 0 0

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収 自ら中間処理によ

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

を行った量

⑩全処理委託量 1.1
熱回収を行う業者
への処理委託量

り減量した量 0
⑦自ら中間処理により減
量した量

0
0

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0
⑩のうち熱回収認定

1.1 業者以外の

0
⑫再生利用業者への処理
委託量

1.1 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量
0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0 1.1

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

1.1

計画の実施状況



（特別管理産業廃棄物の種類： ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑩のうち再生利用

（
第
２
面
）

廃酸(基準値を超える有害物質を含むもの)

有　償　物　量

不要物等発生量

自ら直接 自ら中間処理した後
再生利用した量 再生利用した量

0

排　　出　　量
自ら直接埋立処分

した量

170.4 0
業者への処理委託量

自ら中間処理した後

項目 実績値
自ら中間処理 自ら中間処理した 自ら埋立処分又は 170.4

した量 後の残さ量 海洋投入処分した量

①排出量 170.4
0 0 0

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収 自ら中間処理によ

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

を行った量

⑩全処理委託量 170.4
熱回収を行う業者
への処理委託量

り減量した量 0
⑦自ら中間処理により減
量した量

0
0

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0
⑩のうち熱回収認定

170.4 業者以外の

0
⑫再生利用業者への処理
委託量

170.4 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量
0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0 170.4

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

170.4

計画の実施状況



（特別管理産業廃棄物の種類： ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑩のうち再生利用

（
第
２
面
）

廃アルカリ(基準値を超える有害物質を含むもの)

有　償　物　量

不要物等発生量

自ら直接 自ら中間処理した後
再生利用した量 再生利用した量

0

排　　出　　量
自ら直接埋立処分

した量

27.5 0
業者への処理委託量

自ら中間処理した後

項目 実績値
自ら中間処理 自ら中間処理した 自ら埋立処分又は 27.5

した量 後の残さ量 海洋投入処分した量

①排出量 27.5
0 0 0

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収 自ら中間処理によ

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

を行った量

⑩全処理委託量 27.5
熱回収を行う業者
への処理委託量

り減量した量 0
⑦自ら中間処理により減
量した量

0
0

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0
⑩のうち熱回収認定

27.5 業者以外の

0
⑫再生利用業者への処理
委託量

27.5 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量
0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0 27.5

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

27.5

計画の実施状況



様式第二号の十三（第八条の十七の二関係）

令和 5年　6月　30日

殿

提出者

　住　所

　氏　名

　電話番号

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条の２第10項の規定に基づき、特別管理産業廃棄物の
減量その他その処理に関する計画を作成したので、提出します。

令和5年4月1日　～　令和6年3月31日

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

①事 業 の 種 類

②事 業 の 規 模 製品出荷額：16,000百万円

③従 業 員 数 152人

・引火性廃油：中間処理業に委託して、油水分離後燃料として再資源化

・腐食性廃酸：中間処理業者に委託して中和後再資源化

④特別管理産業廃棄物の ・腐食性廃アルカリ：中間処理業者に委託して中和後再資源化
　一連の処理の工程

・特定有害汚泥：中間処理業者に委託して六価ｸﾛﾑ還元後凝集沈殿し再資源化

・感染性廃棄物：中間処理業者に委託して破砕・滅菌後焼却して再資源化

（日本工業規格　Ａ列４番）

31：輸送用機械器具製造業

特別管理産業廃棄物処理計画書

計 画 期 間

（第１面）

事 業 場 の 名 称

事 業 場 の 所 在 地

北九州市長

豊田合成九州株式会社　北九州工場

福岡県北九州市八幡東区前田北洞岡1-2

加古　純一郎

福岡県宮若市倉久2223番地1

0949-34-7167

豊田合成九州株式会社



特別管理産業廃棄物の処理に関わる管理体制に関する事項

（管理体制図）

特別管理産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度（ 令和４年度）実績】

別紙の通り

別紙の通り ｔ ｔ

①現状 （これまでに実施した取組）

産廃から社外リサイクルを実施する

・740ｸﾞﾘﾙｱｳﾀｰ補助陽極撤去

混合めっき廃液排出の低減をする

【目標】

別紙の通り

別紙の通り ｔ ｔ

②計画 （今後実施する予定の取組）

汚泥化により総量の削減をする

・RO膜交換頻度見直しによる廃液発生抑制  

RO膜での回収能力を上げ、廃液排出量の削減をする

特別管理産業廃棄物の分別に関する事項

（分別している特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

①現状

（今後分別する予定の特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

②計画 ・従来の活動を継続する

（第２面）

・廃シンナーのリサイクル

・減圧脱水装置洗浄による処理能力維持

・工程から発生する特別管理産業廃棄物は成分・性状毎に分別するため、
　各槽より保管用タンクまでを配管で接続し、分別廃棄している。

特別管理産業廃棄物の種類

排 出 量

特別管理産業廃棄物の種類

排 出 量



自ら行う特別管理産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度（ 令和４年度）実績】

別紙の通り

別紙の通り ｔ ｔ

①現状 （これまでに実施した取組）

【目標】

別紙の通り

別紙の通り ｔ ｔ

②計画 （今後実施する予定の取組）

実施する予定はない

自ら行う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度（ 令和４年度）実績】

別紙の通り

別紙の通り ｔ ｔ

別紙の通り ｔ ｔ

①現状 （これまでに実施した取組）

【目標】

別紙の通り

別紙の通り ｔ ｔ

別紙の通り ｔ ｔ

②計画 （今後実施する予定の取組）

実施する予定はない

（第３面）

特別管理産業廃棄物の種類

特別管理産業廃棄物の量

特別管理産業廃棄物の種類

特別管理産業廃棄物の種類

実施していない

自ら再生利用を行った

自ら再生利用を行う

特別管理産業廃棄物の量

特別管理産業廃棄物の量

特別管理産業廃棄物の種類

特別管理産業廃棄物の量

特別管理産業廃棄物の量

自ら中間処理により減量する

自ら熱回収を行った

自ら熱回収を行う

自ら中間処理により減量した

特別管理産業廃棄物の量

実施していない



自ら行う特別管理産業廃棄物の埋立処分に関する事項

【前年度（ 令和４年度）実績】

別紙の通り

別紙の通り ｔ ｔ

①現状 （これまでに実施した取組）

【目標】

別紙の通り

別紙の通り ｔ ｔ

②計画 （今後実施する予定の取組）

・更なる分別活動の継続

特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度（ 令和４年度）実績】

別紙の通り

別紙の通り ｔ ｔ

別紙の通り ｔ ｔ

別紙の通り ｔ ｔ

別紙の通り ｔ ｔ

①現状

別紙の通り ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

自 ら 埋 立 処 分

（第４面）

特別管理産業廃棄物の種類

自 ら 埋 立 処 分

特別管理産業廃棄物の量

特別管理産業廃棄物の種類

熱回収を行う業者への

処理委託量

を 行 っ た

・全廃棄物を社外リサイクル又は中間処理できるように分別しており、
  埋立処理は発生していない

・当事業所から発生する廃棄物は、ほぼ100％が再生利用（ﾏﾃﾘｱﾙ・ｻｰﾏﾙﾘｻｲｸﾙ）
　されている

を 行 う

優良認定処理業者への

処理委託量

再生利用業者への

処理委託量

認定熱回収業者への

全処理委託量

特別管理産業廃棄物の量

特別管理産業廃棄物の種類

処理委託量

認定熱回収業者以外の



【目標】

別紙の通り

別紙の通り ｔ ｔ

別紙の通り ｔ ｔ

別紙の通り ｔ ｔ

別紙の通り ｔ ｔ

②計画

別紙の通り ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

※事務処理欄

・従来の活動を継続し、廃棄物の再生利用拡大を推進する
・新規業者選定時は、優良認定業者・認定熱回収業者かを確認・考慮し、
　委託検討を行う。
 

特別管理産業廃棄物の種類

全処理委託量

（第５面）

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処理委託量

優良認定処理業者への

処理委託量

再生利用業者への

処理委託量

認定熱回収業者への

処理委託量



産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

1.2 t 42.8 t 0 t 0 t 1.1 t 170.4 t 27.5 t t

1.1 t 40.7 t 0.0 t 0.0 t 1.0 t 161.9 t 26.1 t t

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t

0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t

0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t

0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

1.2 t 42.8 t 0 t 0 t 1.1 t 170.4 t 27.5 t t

優良認定処理業者への

処理委託量

再生利用業者への
処理委託量

認定熱回収業者への

処理委託量

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者
処理委託量

1.1 t 40.7 t 0.0 t 0.0 t 1.0 t 161.9 t 26.1 t t

優良認定処理業者への

処理委託量

再生利用業者への
処理委託量

認定熱回収業者への

処理委託量

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者
処理委託量

汚泥（特定有害） 廃酸（特定有害） 廃ｱﾙｶﾘ（特定有害） 0

現状【前年度実績】

計画【目標】

廃酸（特定有害） 廃ｱﾙｶﾘ（特定有害）

現状【前年度実績】

計画【目標】

産業廃棄物の種類 燃えやすい廃油 ｐH2.0以下の廃酸
ｐH2.0以下の廃酸
（特定有害）

ｐH12.5以上の廃ｱﾙｶﾘ

産業廃棄物の種類 燃えやすい廃油 ｐH2.0以下の廃酸
ｐH2.0以下の廃酸
（特定有害）

ｐH12.5以上の廃ｱﾙｶﾘ 汚泥（特定有害）

汚泥（特定有害） 廃酸（特定有害） 廃ｱﾙｶﾘ（特定有害） 0

現状【前年度実績】

計画【目標】

廃酸（特定有害） 廃ｱﾙｶﾘ（特定有害） 0

現状【前年度実績】

計画【目標】

産業廃棄物の種類 燃えやすい廃油 ｐH2.0以下の廃酸
ｐH2.0以下の廃酸
（特定有害）

ｐH12.5以上の廃ｱﾙｶﾘ

産業廃棄物の種類 燃えやすい廃油 ｐH2.0以下の廃酸
ｐH2.0以下の廃酸
（特定有害）

ｐH12.5以上の廃ｱﾙｶﾘ 汚泥（特定有害）

廃酸（特定有害） 廃ｱﾙｶﾘ（特定有害） 0

全量処理委託量

1.2 t 42.8 t 0 t

産業廃棄物の種類 燃えやすい廃油 ｐH2.0以下の廃酸
ｐH2.0以下の廃酸
（特定有害）

ｐH12.5以上の廃ｱﾙｶﾘ 汚泥（特定有害）

27.5 t tt 170.4 t

0.0 t

1.2 t 42.8 t 0 t

0 t 1.1

0 t 0t

27.5 t t

0 t 0 t 0

0 t 1.1 t 170.4 t

0.0 t tt

t t

全量処理委託量

1.1 t 40.7 t 0.0

0

t t

0 t 0 t 0 t

1.1 t 40.7 t 0.0

t 161.9

0.0t 0 t 0.0 t

26.10.0 t 1.0 t

26.1

t

t tt0.0 t 1.0 t

0

t 161.9

tt t 0 t

t 0 t t0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0

0 t 0 t 0 t 0 t 0

現
状
【
前
年
度
実
績
】

計
画
【
目
標
】


